
２
月
22
日
に
開
会
し
た
通
常
国

会
（
６
月
20
日
ま
で
の
１
５
０
日

間
）
で
、
９
条
改
憲
が
発
議
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
情
勢
の
も
と
、

憲
法
の
専
門
家
で
あ
る
右
崎
氏
は

最
初
に
「
立
憲
主
義
は
憲
法
の
最

高
法
規
性
を
認
め
た
う
え
で
、
国

家
の
権
力
を
制
限
し
て
国
民
の
人

権
を
守
る
こ
と
に
あ
る
」
と
い
う

大
原
則
を
強
調
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
憲
法
９
条
に
自
衛
隊

の
存
在
を
明
記
す
る
３
項
を
付
け

加
え
る
安
倍
９
条
改
憲
は
、
「
歴

代
政
府
が
『
違
憲
』
と
し
て
き
た

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
踏
み
込

ん
だ
首
相
だ
か
ら
、
『
自
衛
』
の

枠
を
超
え
る
海
外
で
の
軍
事
行
動

に
広
く
道
を
開
く
事
に
な
る
」
、

「
こ
の
よ
う
な
改
変
は
『
壊
憲
』

以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
立
憲
主

義
を
破
壊
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
に
他

な
ら
な
い
」
と
断
罪
し
ま
し
た
。

「
安
倍
改
憲
と
ど
う
向
き
合
う

か
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
右
崎

氏
は
、
「
憲
法
改
正
原
案
の
と
り

ま
と
め
と
国
会
へ
の
提
出
段
階
の

攻
防
が
カ
ギ
」
「
今
年
３
月
か
ら

６
月
が
勝
負
ど
こ
ろ
」
で
あ
り
、

改
憲
原
案
の
国
会
提
出
を
許
さ
な

い
国
民
世
論
の
結
集
が
重
要
で
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
来
賓
挨
拶
で
、
市
民
と

政
治
を
つ
な
ぐ
江
東
市
民
連
合
・

事
務
局
長
の
岡
田
光
司
氏
、
昨
年

10
月
発
足
後
、
総
選
挙
を
含
め
た

こ
れ
ま
で
の
経
過
、
今
年
の
憲
法

９
条
改
憲
阻
止
な
ど
江
東
市
民
連

合
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

講
演
で
五
十
嵐
仁
氏
は
、
安
倍

内
閣
は
「
戦
争
で
き
る
国
」
に
む

け
、
特
定
秘
密
保
護
法
、
安
保
法

制
、
共
謀
罪
法
な
ど
の
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
の
総
仕
上
げ
と
し
て
９
条

改
憲
を
狙
っ
て
お
り
、
「
今
年
は

正
念
場
」
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

安
倍
９
条
改
憲
案
で
、
「
９
条

に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
」
は
「
後

法
優
先
の
原
則
」
か
ら
９
条
１
・

２
項
が
死
文
化
さ
れ
る
こ
と
。
そ

れ
は
、
憲
法
三
原
理
（
国
民
主
権
、

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
平
和
主
義
）

を
破
壊
す
る
「
壊
憲
」
の
典
型
で

あ
り
、
現
９
条
の
「
効
用
」
を
完

全
に
喪
失
さ
せ
る
も
の
と
断
定
。

「
改
憲
の
危
機
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
安
倍
首
相
が
構

想
し
て
い
た
よ
う
な
形
で
順
調
に

進
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
述
べ
、
安
倍
改
憲
へ
の
４

つ
の
ハ
ー
ド
ル
と
し
て
「
自
民
党

内
の
改
憲
案
調
整
」
「
公
明
党
内

の
矛
盾
」
「
立
憲
民
主
党
が
野
党

第
一
党
に
な
り
、
希
望
の
党
も
変

化
」
「
国
民
投
票
で
否
決
の
不
安
」

が
あ
る
こ
と
も
解
説
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
後
、
幅
広
い
共
同
を

追
求
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
「
宗

教
団
体
と
の
連
携
も
強
め
る
、
反

対
の
世
論
を
更
に
高
め
よ
う
」
、

そ
の
た
め
に
、
「
現
在
取
り
組
ま

れ
て
い
る
安
倍
改
憲

NO
！
３
千

万
人
署
名
運
動
の
達
成
は
大
き
な

意
義
が
あ
る
」
と
訴
え
、
参
加
者

は
大
き
く
頷
き
な
が
ら
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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平
昌
五
輪
の
熱
戦
が
展
開

し
て
い
る
対
岸
・
日
本
の

豪
雪
地
帯
で
は
、
多
く
の

死
傷
者
が
出
て
い
る
災
害
。

過
疎
が
す
す
む
地
域
で
の

孤
立
し
た
く
ら
し
の
苦
難

が
思
い
や
ら
れ
ま
す
▼
野
党
共
闘

の
た
め
に
捨
て
身
の
貢
献
を
し
て

議
席
が
後
退
し
た
日
本
共
産
党
議

員
団
で
す
が
、
そ
の
調
査
・
論
戦
・

提
案
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
た

国
会
論
戦
が
注
目
さ
れ
ま
す
▼
森

友
問
題
で
は
、
佐
川
元
理
財
局
長

の
虚
偽
答
弁
を
裏
付
け
る
音
声
テ
ー

プ
を
提
出
し
て
追
及
。
沖
縄
で
繰

り
返
さ
れ
る
米
軍
関
係
者
の
犯
罪

と
米
軍
ヘ
リ
・
オ
ス
プ
レ
イ
の
墜

落
事
故
な
ど
が
、
占
領
軍
の
横
暴

そ
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
、
日

本
の
航
空
法
適
用
の
正
当
な
要
求

▼
さ
ら
に
、
核
兵
器
禁
止
の
国
際

世
論
に
背
を
向
け
た
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
核
戦
略
見
直
し
で
、
核
兵

器
の
小
型
化
に
よ
る
戦
闘
機
や
原

潜
へ
の
配
備
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

す
で
に
「
核
密
約
」
で
持
ち
込
み

の
事
実
が
あ
り
、
日
本
の
非
核
三

原
則
へ
の
米
国
の
理
解
だ
け
を
建

前
に
し
て
い
る
安
倍
政
権
の
も
と

で
、
同
じ
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と

告
発
も
さ
れ
ま
し
た
▼
貧
困
と
格

差
の
問
題
で
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
よ
る
年
金
基
金
ま
で
投
入
し
た

円
安
・
株
高
の
演
出
で
、
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
の
孫
氏
へ
の
配
当
金
１
１

９
億
円
、
一
方
で
年
収
２
０
０
万

円
以
下
の
労
働
者
が
１
１
３
２
万

人
と
、
資
本
論
の
命
題
「
資
本
の

蓄
積
と
対
極
の
貧
困
の
蓄
積
」
を

絵
に
描
い
た
よ
う
な
格
差
に
対
し

て
、
憲
法
25
条
が
保
障
す
る
「
生

活
保
障
法
」
の
提
案
。
あ
と
は
、

99
％
の
国
民
の
共
感
を
呼
び
起
こ

す
党
の
自
力
の
強
化
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。

江
東
区
の
来
年
度
予
算
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
昨
年

比
３
・
４
％
、
１
９
３
０
億
円
減

と
な
り
ま
し
た
。
13
年
ぶ
り
に
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
主
な
理

由
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー

の
た
め
と
し
て
通
常
の
２
倍
、
１

２
０
億
円
も
の
経
費
を
か
け
た
区

立
の
小
中
一
貫
校
有
明
西
学
園
の

整
備
終
了
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

来
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
区
長

は
「
未
来
へ
の
種
を
ま
く
予
算
」

と
名
付
け
て
い
ま
す
。
わ
が
党
区

議
団
が
繰
り
返
し
求
め
て
き
た
認

可
保
育
園
定
員
増
、
小
学
校
入
学

準
備
金
の
入
学
前
支
給
、
障
が
い

者
移
動
支
援
や
老
朽
建
築
物
除
却

事
業
の
拡
充
な
ど
が
盛
り
込
ま
し

た
。
し
か
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

下
で
ま
す
ま
す
大
変
に
な
る
区
民

の
く
ら
し
を
支
え
る
施
策
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
、
人
口
急
増
の
下

で
の
職
員
削
減
、
低
賃
金
・
不
安

定
労
働
を
拡
大
す
る
民
間
委
託
の

拡
大
、
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険

料
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
一
斉
値
上
げ
な
ど

区
民
に
負
担
増
を
押
し
つ
け
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
税
収
入
は
人
口
増
加
な
ど
に

伴
っ
て
増
え
続
け
、
区
の
溜
め
込

み
基
金
も
こ
の
３
年
間
で
約
３
０

０
億
円
も
増
加
し
、
そ
の
総
額
は

１
１
７
０
億
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
財
政
力
を
生
か
せ
ば

切
実
な
区
民
要
求
は
実
現
可
能
で

す
。日

本
共
産
党
区
議
団
は
本
会
議

や
予
算
委
員
会
で
皆
さ
ん
か
ら
日
々

寄
せ
ら
れ
る
暮
ら
し
の
声
を
区
政

に
届
け
る
と
と
も
に
、
予
算
修
正

案
も
提
出
し
な
が
ら
区
民
要
求
実

現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

負
担
増
押
し
つ
け
る

区
の
来
年
度
予
算

豊
か
な
財
政
力
を
区
民
要
求
実
現
に

「
江
東
市
民
連
合
」
の
学
習
・

討
論
集
会
で
講
演
す
る
右
崎

正
博
氏

昨
年
10
月
に
発
足
し
た
「
市
民
と
政
治
を
つ
な
ぐ
江
東
市
民
連
合
」

は
1
月
27
日
、
江
東
区
教
育
セ
ン
タ
ー
で
80
人
が
参
加
し
て
学
習
・

討
論
集
会
を
開
催
。
同
市
民
連
合
共
同
代
表
で
あ
る
右
崎
正
博
獨
協

大
学
名
誉
教
授
・
日
本
民
主
法
律
家
協
会
理
事
長
の
「
９
条
改
憲
が

も
つ
意
味
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
」
と
題
す
る
講

演
の
後
、
参
加
者
に
よ
る
意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

「
憲
法
９
条
改
憲
許
さ
な
い

戦
争
法
廃
止
を
め
ざ
す
大
島
の
会
」

講
演
と
交
流
の
つ
ど
い

２
月
１
日
、
江
東
区
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
、
戦
争
法
廃
止
を
め
ざ

す
大
島
の
会
主
催
の
「
講
演
と
交
流
の
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
、
「
安
倍

９
条
改
憲
の
動
向
と
闘
い
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
法
政
大
学
名
誉
教
授

の
五
十
嵐
仁
氏
が
講
演
。
そ
の
後
、
経
験
交
流
が
あ
り
、
52
人
が
参
加

し
ま
し
た
。



宇
都
宮
氏
は
「
年
越
し
派

遣
村
」
や
、
サ
ラ
金
問
題
の

解
決
に
長
年
取
り
組
ん
で
き

た
経
験
を
交
え
な
が
ら
国
民

の
中
に
広
が
る
貧
困
と
格
差

の
実
情
を
紹
介
し
、「
安
倍
政

権
の
『
働
き

方
改
革
』
は

企
業
の
た
め

の
施
策
と
い

う
の
が
本
質

で
、
働
き
方

改
悪
で
あ
る
」

「
過
労
死
、

過
労
自
殺
の

根
絶
に
逆
行

す
る
労
働
法

制
改
悪
を
阻

止
す
べ
き
」

と
訴
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
先
進
国
で
は
日

本
だ
け
が
賃
金
が
下
が
っ
て

い
る
」「
最
低
１
・
５
％
ア
ッ

プ
で
な
い
と
実
質
賃
上
げ
に

は
な
ら
な
い
」
こ
と
を
紹
介

し
、
貧
困
の
原
因
が
社
会
保

障
が
ぜ
い
弱
な
上
に
生
活
保

護
の
切
り
下
げ
、
非
正
規
労

働
者
の
増
加
に
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
と
共
に
、
目
指
す

べ
き
社
会
は
「
普
通
に
働
け

ば
人
間
ら
し
い
生
活
が
で
き

る
こ
と
」
だ
と
強
調
し
ま
し

た
。労

組
へ
の
注
文
と
し
て
、

「
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

に
は
、
労
働
運
動
で
奮
闘
す

る
と
同
時
に
、
政
治
を
変
え

る
こ
と
が
重
要
」
と
、
自
己

責
任
で
は
な
く
社
会
連
帯
を

重
視
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
な
労
働

を
許
さ
な
い
韓
国
ソ
ウ
ル
市

が
制
定
し
た
「
ア
ル
バ
イ
ト

青
年
権
利
章
典
」
を
紹
介
し
、

労
働
組
合
組
織
の
強
化
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

白
神
さ
ん
は
、
自
ら
の
生

い
立
ち
を
振
り
返
り
、
高
校

生
時
代
に
被
爆
者
の
体
験
を

聞
い
た
こ
と
、
法
律
は
嫌
い

だ
っ
た
が
、
憲
法
は
国
家
権

力
を
縛
る
も
の
と
い
う
立
憲

主
義
を
学
ん
だ
こ
と
、
声
を

上
げ
る
大
人
た
ち
が
い
る
こ

と
を
見
聞
き
し
て
、
主
権
者

意
識
に
目
覚
め
た
こ
と
を
挙

げ
、
憲
法
の
原
点
が
自
分
の

生
き
方
を
変
え
た
こ
と
を
率

直
に
語
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
安
倍
首
相
が
、

憲
法
９
条
に
自
衛
隊
を
書
き

込
む
と
い
う
改
憲
を
発
議
し

よ
う
と
し
て
い
る
今
日
の
情

勢
で
大
切
な
こ
と
は
、
い
ろ

い
ろ
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

99
％
の
人
た
ち
に
、
こ
の
問

題
を
ど
う
伝
え
る
か
知
恵
を

出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
し
て
、

具
体
的
に
提
起
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
①
「
ル
ー
ル
は

守
る
べ
き
だ
」
と
い
う
人
に

は
、
安
倍
９
条
改
憲
こ
そ
が

憲
法
尊
重
擁
護
義
務
に
反
し

た
ル
ー
ル
違
反
で
あ
る
こ
と
、

②
自
衛
隊
に
好
感
を
持
っ
て

い
る
「
情
に
厚
い
」
人
に
は
、

９
条
に
書
き
込
ま
れ
よ
う
と

し
て
い
る
自
衛
隊
は
災
害
出

動
で
は
な
く
、
他
国
の
戦
争

に
加
担
す
る
軍
隊
で

あ
る
こ
と
な
ど
で
、

そ
れ
も
「
あ
ま
り
悲

壮
に
な
ら
ず
、
私
た

ち
が
決
し
て
展
望
を

失
っ
て
は
い
な
い
こ

と
を
明
る
く
伝
え
な
が
ら
、

さ
ら
に
次
の
世
代
に
平
和
の

バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
こ
う
」

と
熱
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

１
月
24
日
午
後
２
時
か

ら
７
時
ま
で
、
ア
リ
オ
北

砂
１
階
ア
ク
ア
コ
ー
ト
で

国
交
省
主
催
に
よ
る
「
羽

田
空
港
機
能
強
化
に
関
す

る
住
民
説
明
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
江
東
区
上
空

の
飛
行
計
画
撤
回
を
求
め

る
会
」
が
従
来
か
ら
求
め

て
い
る
よ
う
な
意
見
交
換

が
で
き
る
教
室
型
で
は
な

く
、
会
場
に
は
30
枚
以
上

の
パ
ネ
ル
展
示
が
あ
る
だ

け
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
方

式
。
質
問
や
意
見
が
あ
れ

ば
会
場
に
い
る
約
20
人
の

係
員
が
個
別
に
対
応
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
、
説
明

会
の
方
式
に
つ
い
て
、
教

室
型
で
な
い
と
論
点
が
煮

詰
ま
ら
ず
、
た
だ
聞
き
お

く
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
、

国
交
省
は
住
民
と
対
峙
す

る
の
で
は
な
く
、
し
っ
か

り
議
論
し
て
、
よ
り
良
い

も
の
を
生
み
出
そ
う
と
す

る
姿
勢
を
持
つ
べ
き
だ
、

な
ど
の
批
判
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
落
下
物
対
策
の

強
化
に
つ
い
て
、
外
国
航

空
会
社
を
含
め
た
行
政
指

導
、
機
体
チ
ェ
ッ
ク
の
強

化
、
部
品
欠
落
の
報
告
制

度
の
拡
充
を
言
っ
て
い
る

が
、
そ
も
そ
も
国
交
省
の

チ
ェ
ッ
ク
権
限
に
限
界
が

あ
り
、
こ
れ
で
は
実
効
性

が
期
待
で
き
な
い
、
と
の

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

係
員
は
、
い
ず
れ
の
意

見
に
つ
い
て
も
「
承
っ
た
、

次
回
の
説
明
会
に
反
映
し

た
い
」
と
い
う
態
度
表
明

に
終
始
、
参
加
者
の
不
満

を
募
ら
せ
ま
し
た
。

芭蕉や一茶にゆかりの江東は、川端

茅舎、橋本夢道、石田波郷らの近代の
ぼうしゃ む ど う は きょう

俳人たちにも愛されます。1897（明治3

0)年、画家・川端龍子の弟・茅舎は日
りゅうし

本橋に生まれ、画家修業のかたわら俳

句をよんでいました。1917(大正６)年

頃から砂村の農家に下宿し、岸田劉生
りゅうせい

に師事して画業にはげみ、草土社展に

「中川風景」を出品。この時代の俳句

に「葛飾の月の田圃を終列車」などが
た ん ぼ

あります。1941(昭和16)年、44歳で没

しました。

橋本夢道は、1903(明治36)年徳島の

生まれで、18(大正７)年に上京。深川

区一色町（福住）の肥料問屋に小僧と

して住みこみ、「層雲」の荻原井泉水
おぎわらせいせんすい

の自由律俳句にひかれて入門しました。

「ぬかるみの路を行くつくづくわが貧

しき姿」。師のすすめで1928(昭和３)

年、層雲江東支部を発足させ、毎月、

深川不動尊前の清水きんつば屋で句会

をひらきました。「木場の夜は雨ふる

橋の灯が長い脚をひいている」。1930

年、プロレタリア俳句誌「旗」を創刊。

翌年、店に無断の結婚でクビになり、

月島に住みますが、36(昭和11)年には

銀座に「月ヶ瀬」を開店、「あんみつ」

を考案。「蜜豆をギリシャの神は知ら

ざりき」と詠みました。戦後、亀戸天

神の近くに飴工場を移します。1974年、

71歳で没しました。

石田波郷は、1913(大正２)年、愛媛

県松山に生まれました。32(昭和７)年

に上京し、浜園町（塩浜）の市営深川

一泊所に就職。37年に「鶴」を創刊、

「吹きおこる 秋風鶴を あゆましむ」。

1943年に中国戦線に召集されて、病気

のため内地に送還されたのは、終戦の

年の45年１月です。戦後、妻の実家の

北砂１丁目、妙久寺の東隣に住み、12

年間の砂町生活が始まります。この間

に「現代俳句」を創刊したり、読売新

聞江東版に「江東歳時記」を連載。

「小名木川駅春の上潮曇るなり」など
あげしお

多くの句を残しました。1969(昭和44)

年、清瀬の東京病院で亡くなりました。

57歳でした。
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江
東
区
労
連
の
呼
び
か
け
で
２
月
16
日
、
「
２
０
１

８
江
東
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
結
成
・
学
習
会
」
が
亀

戸
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
67
人
が
参
加
。
東
京
土
建
、

公
共
一
般
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
区
内
労
組
か
ら
の
現

場
報
告
に
続
い
て
元
日
弁
連
会
長
の
宇
都
宮
健
児
氏
が

「
今
、
労
働
組
合
に
何
を
望
む
か
！

安
倍
政
権
と
対

決
し
て
春
闘
勝
利
を
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

川端茅舎 橋本夢道 石田波郷

講
演
す
る
宇
都
宮
健
児
氏

２
月
17
日
、
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
２
０
１

８
年
江
東
母
親
大
会
が
開
か
れ
、
約
１
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
午
前
の
全
体
会
で
は
、
弁
護
士

の
白
神
優
理
子
さ
ん
が
「
ど
う
な
る
の
？
平
和
憲

し

ら

が

ゆ

り

こ

法
と
私
た
ち
の
未
来
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

講
演
す
る
白
神
さ
ん（
円
内
も
）

い

の

ち

☆

行
事
日
程

☆

○
３
月
３
日
（
土
）
13
時
30
分
～

◆
「
元
自
衛
官
と
考
え
る
９
条
改
憲

と
自
衛
隊
」
学
習
・
討
論
集
会

講
師
・井
筒
高
雄
氏

主
催
・江
東
市
民
連
合

○
３
月
４
日
（
日
）
13
時
30
分
～

◆
東
京
大
空
襲
を
語
り
継
ぐ
つ
ど
い

（
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
）

○
３
月
13
日
（
火
）
10
時
～

◆
重
税
反
対
区
民
集
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

○
３
月
16
日
（
金
）
18
時
30
分
～

◆
江
東
革
新
懇
総
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
）

○
３
月
17
日
（
土
）
14
時
～

◆
羽
田
増
便
問
題
出
発
集
会
・パ
レ
ー
ド

主
催
・
飛
行
計
画
撤
回
を
求
め
る
会

（
猿
江
公
園
）

○
３
月
27
日
（
火
）
18
時
30
分
～

◆
江
東
社
保
協
総
会

（東
京
土
建
江
東
支
部
会
館
）

（
東
陽
町
区
民
館
）


